
本邦及び;出来産干ンクザサ属の種類に就いて (I) 

On the sp巴ciesof GeJidium from Japan and its vicinity (I) 

i前i木紀 9J徒

コド邦産テングサ鹿の分類接的研究は)19341:1三故岡村博士により「本邦産て

んぐさ属及沿ばくさ鹿ニ就テJ(水産融習所報告，第 29巷，第 2iJ仕)と!題ナる

論文により初めて 13誌記載され，翌年又「叢i湾産テングサ類に就てJ(日本

製術協合報告，第 10傘，第2蹴)の報告により6種，更に 1936年強行の「日

本潟謀誌」に於て 16極集録され，詳細主主闘譜と相侠ち ・臨まとめられた

他は，二，三の本邦謀主J，ii撃者により僅かに報告されたのみである。
拾に於て筆者は，既に三，凶年前ーより寒天原藻と して最も重要注る本邦及

び近傍産テングサ廊の前知及び殻生に就き敢えて研究調査を行い，今迄に行

われた研究に再検討をJJIIえていた底，本邦産種24種を数え， その中本多fi新

産極10極，新庫1種に建し，従来の研究に多くの不油蛍怒る見liを認めた故，

今後順次訂正してゆきたいと思う。猫詳細左記載等はjなって三重j際立大息報

告(臥文)に後友ナる議定である。

従来本属に於ては， 休 ・ 枝等の外形的君主万三![k7j~分類上の特徴とされたが，

筆者はその他内15日的構造に於ける皮居の数と，根紘糸の分羽fj!伏態を分類上韮

要怒るqミ?殺と考える。蓋し複雑難解友るテングサ届出〔多少の疑醍iも今猫存し，
今後の研究により幾分経更をみるかも知れぬが， 本}R~ の護主iLr..幾分な り とも

正確度が士宮し， 分類率的研究上幾らか貢献する鹿があれば，筆者の望外の菩:

びとナる所でるる。

本研究に首り ては山間教授の御好意により，多数の外図標本をと精査させて

いただいた他，北大及び米間加州大息κて大接f貯蔵の多数の標本，文献等を

拾する機合を得た結果，現yjく判明せるものが多い。又華i趨基隆水産試験場の

奨恭土JJ:(KUNG-CHU F AN)氏は向上也産の貴重なる標本を筆者に忠、迭され，又京

大本田教授及び北大関係の時間，i!相川， 問中，中村各博士，長谷川率土等は

多大の便宜を興え られた。ととに山田博士は じめ，上記諸氏に)享く感謝の意

を表する次第である。

恭 三重県幸広大拳水産撃部
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衣に筆者の研究調査により，本邦及びその近傍に産すると思われるテング

サの種名 24種をー肱ダくに表示するが， 今後の研究により多少鐙更ナるかも

夕、nれない。

(表中州印のものは新種， 勺:IJのものは本子11新産砲である。)

1. G. amansii Lamouroux 

f. typica. OKAMURA 

f. elegαns OKAMURA 

f. elatum OKAMURA 

f. teretiusculum OKAMURA 

2-:マ. G. cartilagineum (LINN亭EUS)GAILLON 

.'3*. G. corneum (HUDSON) LAMOUROUX 

var. s sesquiρedale GREVILLE 

var. rρinnatum GREVILLE? 

var. o pulchellum GREVILLE 

var. e clavatum GREVILLE 

4.' O"crinale (TURNER) LAMOUROUX 

5. G. decumbensum OKAMURA 

6. G. divaricatum MARTENS 

7長. G. elegans KUETZING? 

8-"'X'. G. incurvatum SEGI 

9. G. jaρonicum (HARVEY) OKAMURA 

10~ ; G. johnstoilii SETCHELL et GARDNER 

11. G. hntaroi (OKAMURA) YAMADA 

12. G. linoides KUE寸ZING

13: G. paci ficum OKAMURA 

14*. G.タolycladumKUETZING? 

15者. G. JうolystichumKUETZING 

16後. G.ρulchrum GARDNER 

17後. G.ρulvinatum (KUETZING) TnuRET? 

18品 . G.ρurρurascens GARDNER 

19. G. pusillum (STACKHOUSE) LE JOLlS 
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瀬木: 本邦&0:.近傍産テン グ苛f{，']iの砲類に)，，¥:'v、て (IJ 15 

20"¥G.ρ'yramidale GARDNER 

21. G. subcostatum OKAMURA 

22. G. suザ'astigiaiumOKAMURA 

23. G. tenue OKAMURA 

24. G. vagum OKAMURA 

(1) Gelidium johnsionii SETCHELL et GARDNER 
New Mar. Alg. from the Gulf of Calif.， 1924， p. 742. pl. 72，73 and 46， a. 

休は強靭lにして紘献を呈し，扇ヱl三，5 . 5~8cm 高く， 主llilhの中部にては幅

2-3mm， )享さ 310-370μ b り， 三~部は急;に細 く ，上部へは順北品iO く， 不

規則に分岐して民間するも，上部は多少羽JIJ¥K分岐し，校はj催木版に屈曲し，

根棒JI.大の最末ノj、J支を封生に早校生す。 小校の先端iぬ;往 k二叉又は三叉ナ。 1*1心

部組織の*Hl胞は困又は特1¥1IJ診をなして散在し，大きく，大えにるもの 26x29μ， 

小君主るもの 16x18μ 位あり。 根級糸は1*1心組織の外居KI主|塊を主主して桁集

し，中心部にては散在 し， 筏約 6μ位あり。皮居は (2)-3-(4)居より成り ，

4x7μ位の塊形を主主せる車iil胞より成る。 111I分胞子設は最末ノj、校の]頁端に}}日目li

を友して多数集り，十字欣棋に分裂す。袈;!:jミは最末小;枝の]宜端下に 111日又は

Fig. 1. Geildiu叩 johnstoniiSETCHELL et GARDNER 
×巴aを(五島産)• ..，:: 
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B 

Fig. 2. Gelidiur犯 johnstoπiiSETCHELL et GARDNER 
A.枝 x1.5 
B. 1;本の縦断面の一部 xl00 

C. 四分胞子托 x 15 
D. 怒果を有する汲末小妓 x 15 
E. 援呆の縦断面 x 15 

2 {Im*促に生じ，雨I百に形成せられて可怒り大きく ， 楕凶形\í::l.主 し，雨聞に II~

れ，内部は2室より成り ，胞子屠は中軸の雨側に形成せられる。果皮は胞子

唐を蔽うがlく隆起し， J;県皮と胞子唐とを結べる多数の paraphysesibりて胞

子の中部と漣結T。果皮DI告k中火部に各 1伺の小さき隆起せ7ざる小果孔を存
ナ。質ほ*m々 硯き軟骨質友り。色はi良き赤紫色をと呈ナ。
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議木: 本邦及び近傍磨テングサ周の積類に就いて α17  

本種は光揮のあるとと，主枝より小初枝を草野生し，特に麓県を有ナる小羽

枝は往々密集するとと，体の扇子友るとと， 皮唐は 2-4唐よりfj:る鞘等の

特徴を有ナ。

肥前園五島産(山間・中村氏採集)及び蓋潤犬旦・基隆産(問中氏採集)の多

数の標本は何れも本積に属する。前者は四分胞子体であり，本種の原記載及

び、共のpl.73と一致し，又米岡産標本(Gulfof Calif.，∞11. det E. Y. DAWSON， 

No.1941)とも全般に符合する。 後者は嚢果体であり，主校より麓果を有す

る最31ミ小枝を草官、集ナ。内部構諮に於ては2唐の皮唐より成り，根様糸の分布

般態は上越の如くでるる。 本標本も原記載及び共の pl.72及び米園産標本

(Gulf of Calif.， colI. det. E. Y. DA WSON， No. 471， 532)と一般的に一致ナる。

猶此の米岡産標本に於ても皮唐は2唐より成り，根様糸の分布AA態は前誌の
標本と同様で、るる。

(2) Gelidium kintaroi (OKAMURA) YAMADA 

No回 on馴 neJa戸neseA1g:叫医 (1941)，p. 201; FAN， Gelidium and 
Ptero巴:ladiaof Taiwan， 1951， p. 12， pl. 4， fig. 1， Text fig. 7. 
Syn. Gelid伽mc1，仰 atumOKAMURA， ホ邦産てん<.さ風及びおぼ〈さ嵐=

就テ (1934)，p. 47， pl. 28， 32， fi伊・ 4-6.

岡村博士ほ湯湖島産及び底門産標本を基とし本種を創設され，上記の論文

pl.28に於て前者を 1，後者・を2と記して示された。 然し乍ら筆者は此等の

原標本を精読した蕗 2者は別顧とナペき結論に建したので，ととで今迄の

混同を解明したいと忠弘

(a) 穆湖品産標本に就いτ
本標本ほ雌性体にして，計i々 硬き軟骨質にて，主校は庚開し，小羽校を輯

生し，光揮を有し.内部構遣も二屠の皮屠よりなり，根様糸は中心組織の外

屠に輯に闘塊をたして存し，明らかに此の標本は前記の G.johnstonii S町・

CHEI.I. et GARDNERと査定すべきものである。 叉本種の加州産標本 (Gulfof 

Calぜ.∞11.det E. Y. DA WSON， No. 471， 532)と全般的に吻合する。

事鵠の撲(FAN)氏は同地の興化防から石門にかけてのもの(l.c.pl. 4， fig. 1 

には老栴産のものを示す)を，岡村氏の器湖品産標本と外観.~1似すと記して

いるが，筆者もその様に思惟するロ l肢に此等華潤産のものは G.kimiaroiで

たくて， G. johnstoniiとすべきでるる。又同氏は淡水産の標本をテングサ属

の総ての憂鱒産の駆と明らかに匝別され G~ corneum Lmx. v. latifolium 
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GREVILLE又は G.latifolium (GREV.) BORNET K.類似すると辿べているが

(l.c. p. 16)，主任者にも淡水，基隆庄の此の，際本乞法られたので、精査した底，之

は上記の GRERILLEや BORNETの加では放く，之も G.johnstoniiと指定ナ

べきものとjtJ附:ナる。狛筆者は G.latifoliumの記11事及び1，¥.，¥1(GREvILLE， A1g. 

Brit.， 1830， T、ab.XV; HARVEY， Phyc. Brit.， vol. III; 1846-51， pl. 53 (191)， 

iig. 3; FELDMANN et HAMEL， Gelidiales， 1936， p. 245， Fig. 25)の他， 1歌初、|庄

標本(Banyuls，medit.， Mazoyer; Fort de la cote Se Serum)をも粉夜し件た

が，G. latifoliumは二，三の主校にのみ分l岐し，脳氏き視棒i伏一披針)1犬のi交

を友し，小校より刺01たの小初枝を規則正しく針生にg三十るも， G. johnstonii 

の休は分岐多く，前者t't校はl隔日々 くなく てお11:長く延び¥且どちらかと言えは、

不規則にi泣末小;(:えが凶塊Eどな して特集する。納内部品;ili'1:於ては前者-は 2府，

後者は 2~4)奇の皮j昔前H胞より成る。

(b) 医門産棋本l乞就いて

木知本の休は扇ヱv-にして羽)1えに分11皮し，校は不規J1iJ陀五三|ミ叉は羽生し，甚
だしく民間し，1:~Y/Mは鈍 li\1 なり。:11止 31<'1、*れま担棒)!たのノj、*主の先端~K. どく少な

く針生にI:Uナのみ。 11史ft，尖端的く，計j々 赤色を帯び¥下部はERく赤梢色を

Fig. 3. Gelidium kintαroi (OKAMURA) YAMADA 
×ω Type specirnen (既円売j
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A 

Fig. 4. Gel'i記iutmfcinta?"oi 
(OKAMURA) YAMADA 
A.枝 X 1 

B. f;本の横断面の-';i11xIOO 

示ナ。 主Í!~~なる 44・徴のーっとして内部

株主主は一居の氏陪和I\ ij包 (短11~ をなし 7 x

4μ仕の大さ)より成り，根本長糸 (5μ位

の筏あり)は政府と 1:11心部と の間VL集

合する。 1:1-1心部市111胞は 25x 18~ 1.3 x 10 

μ 位にして ll~itナ。本析は G.com eum

LMX・var.ρinnatumGREVILLEの言医院

やl劫I(TURNER， Fuci， 1819， vo1. IV， p. 

146， fig. d; HARVEY， Phyc. Brit.， vol. 

III， 1846-51， pl. 5.3， Fig. 1; GREVILLE， 

Alg. Brit.， 18.30， Tab. XV):及びその外

間模本 (Herb.Lenormand， commu-

ni印 t.ex Herbario Lugduno-Batavo， 

Genes)ともまf!似ナるので，或いは該設

では主主いかと，目、われるが，皮居は完全

にー居より成るJ]C， ~Rfí~糸は 1-1-1 心部と

政府との1111に散布すーる却，percurrent 

axis 友き羽ii，尖山市民TJfJナるG:trの掛から
見て，G.llIntaroi (OKAMURA) YAMADA 

なる粧として記ナも可ならんと思われ

る。然し¥l1li-枚の原総本にて柏k不確

宜主主る思llは克れ念い。納紫(FAN)氏は

l.c. p. 13， pl. 4， Fig. 2 rc:示せる Geli-

diumsp.を&門産J荒木!'C$<f.!似すと論越
するも，同氏の記載及び1;.:;;1(l.c. p. 15， 

Fig. 8)から判断ナれば，之は 2}量の皮j昔前u胞より成る司九“rigidand stout" 
である型~i，休の倍1il: J享き弘'i(500μ， JぷI"J庄棋本は約224μ)より考察して，反

I"J産桜木とは異怠るものと，lU、われる。
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